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                     秦  康 夫            

2 0 1 5 年年年年 ８８８８ 月月月月 ６６６６ 日日日日 （ 木 ）（ 木 ）（ 木 ）（ 木 ） 9 : 3 0 ～～～～ 1 6 ; 3 0      

作 業 項 目 ： １ ） 枝 打 ち  

     ２ ） ナ ラ 害 防 止 策  

     ３ )  水 切 り 溝 整 備  

     ４ ） 登 山 道 周 辺 の 危 険 木 伐 採  

 今 日 は 4 4 林 班 「 い 」 地 区 の 最 北 端 か ら 天 狗 杉 に か け

て 、 作 業 区 域 最 高 地 点 一 帯 の 全 般 的 な 林 床 整 備 を す る こ

と に な っ て い る 。 水 切 り 溝 の 整 備 を 進 め な が ら 天 狗 杉 周

辺 ま で 登 り 、 午 前 中 は ヒ ノ キ の 高 木 の 枝 打 ち と 周 辺 の 枯

れ 木 の 片 づ け を し た 。 前 か ら 気 に な っ て い た が 、 東 海 自

然 歩 道 に 向 か っ て 傾 い て い る ア カ ガ シ の 大 き な 枯 損 木 が

あ る 。  

午 後 は 、 チ ェ ー ン ソ ー を 使 用 し て こ れ を 除 伐 す る こ と に

し た 。 木 の 傾 い て い る 方 向 と 上 部 の 太 い 枝 が 曲 が り く ね

っ て い る こ と か ら 掛 か り 木 に な る の は 覚 悟 し て い た が 、  

案 の 定 、 倒 し て か ら の 後 処 理 に 苦 労 し 、 こ の 一 本 だ け で  

午 後 の ほ と ん ど の 時 間 を 費 や し て し ま っ た 。 径 4 1 c m で

さ ほ ど 太 く は な い が 、約 7 0 年 生 の 極 め て 堅 い 木 だ っ た 。

帰 路 、 登 山 道 脇 に ナ ラ 害 の 目 立 つ ア カ ガ シ が 数 本 あ り 、

濡 れ タ オ ル と ビ ニ ー ル 巻 き の 処 置 を 施 し た 。  

【【【【 参 加 者 】】】】  

斧 田 一 陽  武 田 壽 夫  小 櫃 徹 夫  倉 谷 邦 雄  杉 本 佳 英  

秦 康 夫                   計 ６ 名  
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１ ． 集 合 写 真  

 

 

２ ． 今 日 の 作 業 予 定  

 

３ ． 枝 打 ち 作 業 中  
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４ ． 東 海 自 然 歩 道 に 傾 く ア

カ ガ シ の 枯 損 木  

 

５ ． 伐 採 開 始  

 

６ ． 掛 か り 木 に な る  

 

７ ． 掛 か り 木 処 理 中  

 

８ ． 丸 太 落 と し で 処 理  

 

９ ．フ ェ リ ン グ レ バ ー も 使 用  
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１ ０ ． 後 処 理 中  

 

１ １ ．直 径 4 1 c m  約 7 0 年 生  

 


